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はじめに
私は、先に『中国文史論叢』第15号（2019年）において倭寇戯曲研究の成果の一部として「明清
倭寇戯曲目録（初稿）」（以後、前稿と称す）を掲載し、倭寇が登場する明清二代の伝統戯曲32作
品（佚書も含む）についてその基本データを示した。本稿はその後に見付かった倭寇戯曲作品につ
いて前稿同様の体裁でデータを示す（データ提示に当たっての体裁の詳細については前稿を参照し
ていただきたい）とともに、前稿発表後に改めて各作品のあらすじを前稿に照応する形で書き綴っ
た「倭寇戯曲作品あらすじ―明清古典戯曲版―」（岡山大学社会文化科学研究科文化共生学研究
18、2019年）に倣う形でそれらのあらすじを作成し合わせ示した作業である。
今回新たに著録できた作品は7編であったので、前稿での調査と合算すると伝統戯曲中倭寇が何
らかの形で登場する作品は39編を数えることになる。そもそも戯曲作品は通俗小説作品に比べ制作
総数の点で圧倒的に多いのであるが、それにしても40近い作品数は倭寇が中国人に与えたインパク
トの大きさとその記憶の強固さを物語るものであるとともに、それが戯曲作品のストーリー展開上
便利な存在であったことを想像させるものである。
○本目録の構成
作品の成立朝代と形式に応じて類別する《配列》方式と各作品についてそれぞれ《成立》、《典
拠》、《テキスト》の情報の提示に努める本目録の構成は基本的に前稿と同様であるが、いくつか
の変更点もある。
《配列》に関しては、Ⅰ清代雑劇、Ⅱ清代伝奇とした（前稿では、Ⅰ明代雑劇、Ⅱ明代伝奇、Ⅲ
清代伝奇としていた）。なお、各作品に付したカタカナ五十音順符合は前稿からの続きとなってい
る。
それぞれの作品を倭寇戯曲として認定する際の根拠とした《典拠》については必要に応じた加除
をおこなっている。その略号化したラインナップは以下の通りである。
【戯曲総録】　傅惜華『中国古典戯曲総録』
【彙考】　　　荘一払『古典戯曲存目彙考』
【曲海】　　　董康『曲海総目提要』
【重訂曲海】　管庭芬校録、増補『重訂曲海総目提要』
【伝奇綜録】　郭英徳編著『明清伝奇綜録』
遊佐　　徹
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【提要】　　　李修生主編『古本戯曲劇目提要』
【近代】　　　梁淑安、姚柯夫『中国近代伝奇雑劇経眼録』
　前稿では《内容》という形で簡単な紹介に留めたストーリーについては《あらすじ》を示し
た。
Ⅰ　清代雑劇
ム『桃医』（全称『枯樹園桃医感合境寧康』、『広陵勝蹟伝奇』之六）1齣：周壎
《成　　立》周壎の生卒―康熙五十四年（1715年）～乾隆四十九年（1784年）。
《典　　拠》【戯曲総録】、【提要】
《テキスト》『古本戯曲叢刊七集』、『傅惜華藏古典戯曲珍本叢刊』
《あらすじ》明、嘉靖年間のこと、高郵の韋氏は夫の呉岱が長引く倭寇討伐に従軍していたため姑
と肩を寄せ合い暮らしていた。重病の姑を救うため韋氏は割股の挙に及んだが、2度
目のその姿を目の当たりにした姑が「逃げ出したい程驚いた」と語った「逃
4
げ出した
い」を「桃
4
が食べたい」と誤解して庭に桃を探しに出る。しかし時すでに十月で桃が
実を付けようはずがなく、韋氏は叩頭して祈るうち、流血して昏倒する。この振る舞
いに感動した仙女が桃を実らせ、それを姑に与えると半分食べたところで病は癒えて
いた。そこへ瓜州から上陸し各地を侵していた倭寇が高郵へ迫り、韋氏は動けぬ姑を
救うため倭寇にその身代わりとなることを申し出る。倭寇の首領は彼女の額の血痕を
見てその訳を問い、桃の顛末を知る。その孝心に感動した首領は柱を削り手勢に対し
孝婦の家を侵すことを禁ずる旨書き付ける。本来高郵全城を屠るつもりであった倭寇
は韋氏の孝心を尊んで撤退する。その徳に深く感動感謝した城民がお上に報告すると
知州は「純孝格天」と記した紅羅を贈り、その善行を褒め称えた。
メ『百鳥陣』8齣：作者不詳
《典　　拠》【彙考】、【伝奇綜録】
《あらすじ》倭寇が明の叛将、馮百喜に先導を務めさせ攻め入ってくる。迎え撃つ明では兵部侍郎
の于粛が勅命を奉じて兵を統べ征討に赴くが、敗北を喫し包囲される。そこへ義士の
胡玉と尹成功が駆けつけ于粛を救出するとともに、財宝糧食を献じる振りを装い倭営
に火を放ち、馮百喜を擒にしたうえに二大王の銀頭を射殺する戦果を挙げる。ところ
が倭寇側も鉄臂塔奴郡主が百鳥陣を敷き逆に胡玉を擒にする。そのありさまを知った
陽台真人が参陣し、通天台を築いて二郎神を招来する。二郎神は見事百鳥陣を破り郡
主を捉えることに成功する。
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Ⅱ　清代伝奇
モ『広寒梯』（一名、『双美縁』）2巻32齣：夏綸
《成　　立》夏綸の生卒―康煕十九年（1680年）～乾隆十八年（1753年）以降卒。
本作品は乾隆十一年（1746年）～同十四年（1749年）の間に成立。
《典　　拠》【彙考】、【重訂曲海】、【伝奇綜録】、【提要】
《テキスト》『不登大雅文庫珍本戯曲叢刊』
《あらすじ》郷試が催される年の元旦、文昌梓潼帝君は科挙及第予定名簿を査閲していたところ浙
江の王蘭芳と解敏中のふたりに目を留め、今後半年間のそれぞれの振る舞いを見たう
えで最終判断を下すことする。その蘭芳と敏中は従兄弟の間柄であった。郷試が迫っ
ていたことから敏中は蘭芳を誘い呉山の文昌廟に赴き人相を占ってもらうが、蓬山羽
客の見立ては、敏中は高位で合格を果たすものの蘭芳は福薄く、一生布衣で終るとい
うものだった。それを憐れんだ羽客は彼に「広寒梯」を贈り陰徳を積むよう勧める。
それに先立つ５年前に敏中を保証人に立てて閻宏宇から借金していた呉仲達夫妻が折
から火災に遭い、返済不能に陥る。それを知った敏中は宏宇に仲達を誣告するよう
唆すとともに身売りを覚悟した呉夫人に宏仲の妾となるよう迫るが、そのことを耳に
した蘭芳は夫妻に金を送り危機から救う。その後客商に加わり出洋した仲達は琉球国
王に捕えられその先導官に徴用されてしまう。蘭芳は八閩巡撫謝東山の娘、瓊英と婚
約していたが、松江を侵した倭寇が瓊英を連れ去る。恩人の苦難を知った仲達は密か
に彼女を逃し近隣の尼寺に匿う。蘭芳の夢に魁星が現われ、自分は高位で合格を果た
し、敏中は素行不良により落第に変更するという文昌帝君の聖諭を告げられる。その
ことを教えられた敏中は蘭芳を貶めようとするがかえって自らを害う結果となる。会
試に二甲で合格し翰林院庶吉士に挙げられた蘭芳は、倭寇征討の督師に岳父の謝東山
を推挙しともども出陣する。ふたりは仲達の助力も得て倭船を焼き尽くし倭寇を殲滅
することに成功するとともに謝父娘も団円がかなう。蘭芳と瓊英の婚儀が挙行される
一方、気が触れた敏中は文昌廟に身を委ねて修行に励み、「広寒梯」の流布に努める
ことになった。
ヤ『梅花簪』（一名、『賽荊釵』）2本40齣：張堅
《成　　立》張堅の生卒――康煕二十年（1681年）～乾隆二十八年（1763年）。
本作品には乾隆年間刻本あり。
《典　　拠》【彙考】、【曲海】、【伝奇綜録】、【提要】
《テキスト》『古本戯曲叢刊六集』、『傅惜華藏古典戯曲珍本叢刊』
《あらすじ》恵州のひと、徐苞は梅花簪を契りの品として杜継牧の娘、冰梅と婚約し、功名を挙げ
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るべく浙江に遊学する。その頃、時の山東巡撫巫渙は厳嵩の専横に憤り、致仕して閩
中の故居に帰りゆく。巫渙のあとを継いだ胡維の子、胡型は広東鎮海将軍汪直民の
娘と婚約していたが、その汪は朝政の弛緩、混乱に乗じて広東を侵略した邪焉台国に
巣食う倭王、古邪波多尼と戦い娘ともども死ぬ。胡型はその報せに自失の体であった
が、偶然行き逢った冰梅を見初め、権勢を笠に着て知県を抱き込み結婚を迫り、遂に
杜継父を殴殺して彼女を山東に連れ去る。霊応大帝廟での求卜で事態を察し、冰梅を
探し歩く苞は先の山東巡撫巫渙の官船を見かけ、誤って梅花簪を投げ入れたところ渙
の娘、素媛がそれを拾う。胡型によって命を狙われた苞は辛くも危機を脱するが、冰
梅の心変わりを疑う。その冰梅は結婚を承諾した振りを装い胡型を酔い潰して扼殺し
獄に繋がれる。一方、胡維は朝命を奉じて倭寇の征伐に赴くが、敗北のうえ投降す
る。やがて、霊応大帝の助けで進士及第を果たした苞は山東巡撫を授けられ着任する
と獄にあった冰梅を斬に問おうとする。冰梅の罪が冤罪であることを知る獄卒の郭宗
解は彼女を脱獄させともに逃走する途次、巫渙に出会い平倭の策を献じる。巫が冰
梅、宗解の両人を日本に遣わし倭王に帰順を説く任を与えることを奏上すると、見事
功成り、諸人は封侯の栄誉に与かる。素媛がかつての梅花簪を頼りに苞と結ばれる一
方、苞の冰梅への誤解も解け、皇帝のとりなしで団円を迎える。
ユ『水巖宮』2巻22齣：洪炳文
《成　　立》洪炳文の生卒―道光二十九年（1849年）～1918年。
本作品には光緒二十五年（1899年）刊本あり。
《典　　拠》【彙考】、【伝奇綜録】、【近代】
《テキスト》『洪炳文集』（上海社会科学院出版社、2004年）に収録。
《あらすじ》明、嘉靖年間のこと。その母が観音菩薩所縁の氷輪を呑む夢を見て生まれた瑞安清泉
郷の陳冰娥は長じて胡廷相に添う。科挙に失敗した廷相が病を得たため冰娥が付き添
い医者を訪れていたところ倭寇来襲の警報が出る。冰娥は夫を滴水洞に匿し避難さ
せると自身は身を挺して倭寇を引き付けにかかる。倭寇は美貌の冰娥を見て連れ帰り
倭主に献じようとするが冰娥が激しく抵抗したため刺し殺す。冰娥は死してなお倒れ
ず迸った血は洞の岩壁に吹きかかり人像の形を呈す。遊魂となり彷徨う冰娥は結局夫
も自分のことを悲しみ息絶えたことを知る。夫にひと目なりとも会いたいと願う冰娥
は城隍神に思いを訴える。その願いは玉皇大帝にまで届き玉皇は冰娥に英烈夫人の称
号を賜い、また倭寇征伐のため唐代の亡将、葉一源に助力を命じる。倭寇を迎え討た
んとする戚継光軍の副将は一源を夢に見るとともに冰娥の殉節の顛末を知る。女将と
なって出陣した彼女の神威にひれ伏し倭寇は降伏する。瑞安の一老人が神となった冰
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娥を夢に見、それを周囲に語り聞かせると陳有心らによって建廟が提議される。水巖
宮の牌額が掲げられた廟には冰娥の塑像が据えられることになり、造作に悩む工人の
願いに応じて冰娥は夢に姿を現わす。信仰の対象となった冰娥は時には親友姉妹の前
に出現し、時には疫病を退ける等の霊験を示す。瑞安の知県は夢に城隍神から廟への
侍奉を命じられ訪れたところ冰娥の親友姉妹の存在を知り、門生である陳有心の二子
に縁付けようと考える。一方冰娥は水巖宮の泉を魑魅妖邪から守り、また廟で不敬な
振る舞いに及んだ軽薄書生を懲らしめる。廟建立後航海に出ていた有心は東海龍王、
天后娘娘の保護により安全を保証されるとともに二子の縁談も整ったことで益々冰娥
への敬仰の念を深める。天界では許真君が配下の童子に英列夫人冰娥の事蹟を道情に
編んで世に広く知らしめるように命じる。観音菩薩は冰娥を招きこの22年間の出来事
を尋ねるとともに400年後にもそれが語り伝えられるよう彼女に戯曲に仕立てること
を勧める。水巖宮に帰り着いた冰娥のもとを天使が訪れ、彼女が護国祐民英烈夫人に
封じられたことを伝える。
ヨ『玉鏡記』2巻37齣：作者不詳
《典　　拠》【彙考】、【伝奇綜録】、【提要】
《テキスト》『古本戯曲叢刊六集』、『北京大学図書館蔵程硯秋玉霜簃戯曲珍本叢刊』、『明清抄
本孤本戯曲叢刊』
《あらすじ》明、嘉靖年間に女流抗倭名将として名を馳せた広西田州土司岑猛の妻、瓦夫人の活躍
を織り込んだ物語。父、鳴古の広西田州への流謫によって母とともに家を守り続けた
呉淞の書生、張臣は姑蘇の周応祥の娘、淑蘭を娶ることとし、淑蘭は父から邪祟を照
察する玉鏡を贈られる。程なくして徐明山等と示し合わせていた倭寇の頭目、汪五峰
が呉淞を襲うと張母は投身自殺し、淑蘭は倭兵の手に落ちる。二大王の葉黒麻は彼女
の美貌を目にして妻に迎えようとするが必死の抵抗に遭う。そこへ三大王の銭世章が
来合わせる。この世章は、かつて旧友の周応祥を訪ねる途次に五峰に捉えられそのま
ま頭目として留め置かれたものであったが、淑蘭が応祥の娘であると知って密かに彼
女を逃がす。蘇松兵備道の任環が丁壮を徴募し倭寇に備えていたところへ張臣も加わ
り、ふたりの大王の離間策を献じる。その策に踊らされた黒麻は淑蘭の一件も根に持
ち世章殺害を謀るが返り討ちに遭い、それに乗じた任環は大勝を収める。広西田州の
岑長官の妻、瓦氏は朝廷から呉越平倭将軍に任じられ、張鳴古を監軍に加え呉淞に向
う。瓦氏軍が任軍と会合したことで張氏父子の再会がかなう。徐明山を討ち、投降し
た汪五峰を総制胡宗憲が斬に処し勦倭は全勝を収める。一方、黒麻の魔の手から逃れ
た淑蘭は普陀山に逃げ込んでいたが、ある日玉鏡を失う。玉鏡は漁民の手を経て官兵
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に渡る。たまたま通りかかった張臣がそれを手に取ると鏡像に妻の姿が浮かびふたり
は再会を果たす。さらに鏡を網にかけた漁民はかつて身を投げた張母を救ったそのひ
とであった。鏡のいきさつを漁民の妻から聞いた張母は勦倭軍のなかに離散して多年
になる夫を見付け、ついに張家の団円もかなったのだった。
ラ『順風旗』31齣：作者不詳
《典　　拠》【彙考】、【伝奇綜録】、【提要】
《テキスト》『北京大学図書館蔵程硯秋玉霜簃戯曲珍本叢刊』
《あらすじ》明代のこと。応天府のひと王近は同郷人と商売のために出洋したところ倭寇に遭遇し
行方不明となる。その父を探すため家族を置き去りにして16年間海に浮かび続けた息
子の王吉は、ある日、一小島で24の夜明珠を配した大亀の甲羅を拾う。すると目の前
に吉の遠祖の勃が現われ、風向きを意のままに操れる順風旗を授け、すぐに帰郷のう
え吉の子、達に捜索を続けさせるよう告げる。郷里への帰路に着いた吉はその途次に
出会ったペルシャ商人に甲羅を高値で売り、その金で倭船を入手して故郷へ向う。吉
の不在中に王家の暮らし向きは傾き、吉と指腹の婚を約していた紀剛から疎まれてい
た。その剛は皇位を狙い、皇帝がオイラート征伐に出征した隙を狙い、倭寇の首領、
聶天行と結んで都を攻め皇太子の殺害を狙う。剛の子、鬲佖は父の所業に反発して、
単騎倭寇に挑み皇太子を救う。その功績で逍遥侯に任じられた鬲佖は、帰郷後父が王
家との婚約の破談を画策していたことを知って憤り、遂には皇太子の助力も得て婚約
の履行に漕ぎ着ける。倭王聶天行は鬲佖に散々に打ち負かされたことを恨み、手下を
使って剛を誣告し皇太子に剛を捕縛監禁させることに成功する。それに対し鬲佖は、
いまや姉婿となった達を先鋒官として自ら平倭の軍を率い父の罪を購うことを奏上す
る。時に折りよく吉が帰着し、我が子の出征を知って順風旗を贈る。平倭軍はその力
を借りて倭王を斬り、倭参謀を捕えて凱旋するが、その参謀とは行方不明となってい
た王近であったことが判明する。そのことを達が奏上すると皇太子は赦免の判断を下
し、一家は遂に団円を果たす。
小結
今回の調査によって新たに確認、著録できた倭寇戯曲は７編であったが、それらから見出される
特徴をいくつか列挙する。
1、倭寇小説でも取り上げられていた実在の抗倭名将、戚継光の活躍をモチーフとする作品が前稿
のミ『澄海楼』に続いて見付かった―ユ『水巖宮』。また女流抗倭名将として名高い瓦夫人が
活躍する作品の存在も確認され、やはり抗倭英雄の記憶は根強く継承され続けてきたことが確認
26
明清倭寇戯曲目録（補）およびあらすじ　　遊佐　　徹
された。
2、前稿に著録したツ『蟾宮操』に続いて、倭寇の巣窟として邪馬台国（邪焉台国）に言及する作
品が見付かった―ヤ『梅花簪』。本作品では卑弥呼の名も取り上げられており、倭寇戯曲では
『魏志』「東夷伝」以来の日本イメージが倭寇イメージにオーバーラップしていたことが改めて
判った。なお、『蟾宮操』については、別稿の「倭寇戯曲『蟾宮操』について」（『岡山大学大
学院社会文化科学研究科紀要』第50号、2020年）でその点も含めて検討した。
3、ム『桃医』には主人公の孝心に感服する倭寇が描かれており、倭寇のイメージとしては他の倭
寇小説作品、倭寇戯曲作品には見られない特徴を示している。
〔付記〕本稿は、2020年度科学研究費補助金・基盤研究(C)・研究課題「倭寇小説、倭寇戯曲の研
究」（課題番号18K00354）の研究成果の一部である。
岡山大学大学院社会文化科学研究科『文化共生学研究』第20号（2021.3）
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